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※1　本 ：本会保健師　   在 ：在宅保健師の会保健師
※2　脈 ：加速度脈波計

NEWSNEWS

支 援 状 況 派遣人数（※1）／貸出機器（※2）／参加（測定）人数／
支援内容

本会が支援を行った保険者主催の保健事業について紹介します

4国民健康保険組合（※）
10月13・19・20・26・27日
特定健康診査4保険者共同実施（会場型健診）
〔すみだ産業会館、五反田TOC、三鷹産業プラザ、AP西新宿、サンシャインシティ文化会館〕

本 1 名（各日）／なし／計597名／メタボリ先生の「血管年齢測定」の結果説明及び保健相談・指導

文京区
10月20日
文京区血管年齢測定会	 〔文京シビックセンター〕

本 1 名・在 1 名／ 脈 ／計168名／「血管年齢測定」結果説明及び特定健康診査の勧奨

本会では、保険者が行う健康づくり事業への支援や健康関連機器の貸出を行っております。

［お問合せ先］　企画事業部　保健事業課　03-6238-0164

「納付相談」「債権の調査と差押」
　まず初めに、横浜市における保険料の回収について、「徴収可能分は確実に
徴収し、納付資力を超える部分は執行停止・即時欠損とする」「収納した保険
料は現年度分を優先して整理する」ことを徹底し、収納率向上に繋げたと説
明された。
　続いて、「納付相談」は、窓口・電話対応に関する滞納整理業務テキストを
用いて、また、「債権の調査と差押」については、給与等や不動産所有者など
の調査・差押の流れを具体的な手順と事例を用いて解説いただいた。
　最後には、「『社会福祉の実現』のためには国保料が源になるため、皆さん
の日々の努力が必要だ」と締めくくられた。

NPO法人ローカルガバメント・
ネットワーク副理事長

（横浜市　健康福祉局　生活福祉部
保険年金課　滞納整理指導員）

川井　幸生 氏

国民健康保険料（税）収納率向上
対策研修会【取組事例編】

10月5日　本会会議室

取り組み事例から学ぶ取り組み事例から学ぶ

　本会では、各保険者における今後の滞納整理事務の取り組みに活用いただくため、川井幸生氏を講師に招
き、標記研修会を開催した。新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行った上での実施となり、各保険者の
滞納整理事務に携わる担当者ら28名（Web参加含む）が受講した。

※�東京食品販売国民健康保険組合、東京料理飲食国民健康保険組合、
東京美容国民健康保険組合、東京浴場国民健康保険組合


